
生成ＡＩを活用した家庭科の授業づくり

～家庭科における資質・能力の育成を目指して～



指導主事が考える「生成AIを活用した授業づくりのポイントと留意点」 

ファクトチェックの 
習慣化 

 ・AIのハルシネーション   （嘘）を前提とする。  ・「学習指導要領」を最終       確認の拠り所にする。 

情報モラルの育成 
（人間中心） 

・AIの回答を鶏吟みにしない。 
・最終的な決定権と責任は 
 「自分」にあることを指導。 

教員は 
ファシリテーターに 

・「正解を教える存在」から 
 「AIとの対話を深めさせる 
  伴走者」へ。 
・声かけ例 
 「その変更、すごくいいね」 
 「どうしてそうしたの？」 
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これらの資料の
データは

GoogleClassroom

現在のClassから
ダウンロード可能





人間中心の生成ＡＩの活用

「本当にそうなのかな」
ＡＩの提案を受けて、より考えることが求められる

【さらに考える】
生成ＡＩをうまく使いながら、学びにつなげる

人間が「考える力」を大切に

「自分の生活は、どうなんだろう」



＝ の目標や内容の実現

個別最適な学び
協働的な学び

調理・製作など
実践的・体験的な学習
を通して

問題解決的
な学習

生成ＡＩの活用



令和８年５月19日教育課程部会家庭ワーキンググループ資料１より作成



学習指導要領解説 四角囲みをプロンプトへ
Ｐ.43

Ｐ.44



なぜ家庭科の献立作りに「生成AI」なのか？

【従来】教師一人での見取りの限界

・クラス全員分の栄養計算・量を同時に確認するのは困難

・フィードバックが事後の「赤ペン（未書き）」になりがち

【AI活用】個別最適な学習空間の創出

・全員に「個別専属の栄養アドバイザー」がつく

・即時的フィードバック  により、その場で思考を深める
・答えではなく「問い」を返し、自己調整力を育成

AI
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【授業例】本時の目標と生成AIの活用位置

題材名：「まかせてね、今日の食事」（小学校６年）

本時の目標：１食分の献立について栄養のバランスを考え、工夫できる。

まずは自分で

「１食分の献立」を作成

AIによるセルフ点検 献立のブラッシュアップ
・振り返り

【自己変容】【主体的な思考】 【対話的な深い学び】
※最初からAIに作らせない！
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【授業例】子供たちが入力する「点検プロンプト」の工夫

【役割】：
あなたは有能な「栄養士の先生」です。

【指示】：
作成した献立について、五大栄養素、３
つの食品グループのバランスはよいか、
量は適切か、主食・主菜・副菜・汁物が
そろっているか小学生が分かる言葉でア
ドバイスをください。

【厳守事項/制限】：
※ただし、答えを教えないでください。
※ヒントをください。

改善したこと、その理由を書こう

児童が、ワークシートに自分の言葉で
記述できるようにする
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ワークシート



【授業例】AIの回答と子供たちの思考の変容 

「エネルギーはバッチリですね！
ただ、体の調子を整える『緑のグ
ループ（ビタミン類）」が不足し
ています。 
副菜や汁物に野菜を１つ足してみ
ますか？」 

「あ、野菜が足りないのか！ 
自分がワークシートに書いた 
みそ汁に実を追加しよう。何

の野菜にしようかな。」 

「ご飯、目玉焼き、豆腐のみそ汁、 
 サラダ」 
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